
(57)【要約】

【課題】　切断板を迅速に所定位置に固定し、ミクロン

オーダで調節する。

【解決手段】　打抜きプラテンは、切断板７を置ける支

持板１を受け入れる底ビームを有し、支持板１が、水平

面内で位置を調節する手段と、切断板７を固定する手段

とを備える。支持板１の第１側部には可動スターラップ

１５、１６が設けられ、可動スターラップは、クランプ

位置と、非作動位置とを占める。支持板１は、第１側部

と反対側の側部及び第１側部に隣接する側部に、固定ス

ターラップ１０、１１、１２、１３、１４を有し、固定

スターラップは、切断板７の縁部が固定スターラップ内

に滑入して、クランプ位置で可動スターラップの下に把

持されるように配置される。

【選択図】　　　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 金 属 の 切 断 板 （ ７ ） を 置 く こ と が で き る 支 持 板 （ １ ） を 受 け 入 れ る 底 ビ ー ム を 有 し 、 支
持 板 （ １ ） が 、 水 平 面 内 で そ の 位 置 を 調 節 す る 手 段 と 、 切 断 板 （ ７ ） を 固 定 す る 手 段 と を
備 え て い る 、 紙 ま た は 厚 紙 の シ ー ト を 成 形 す る プ レ ス の 打 抜 き プ ラ テ ン に お い て 、 支 持 板
（ １ ） の 第 １ 側 部 に は 少 な く と も １ つ の 可 動 ス タ ー ラ ッ プ （ １ ５ 、 １ ６ ） が 設 け ら れ 、 該
可 動 ス タ ー ラ ッ プ は 、 切 断 板 （ ７ ） が 支 持 板 （ １ ） 上 で 摺 動 す る こ と を 防 止 す る ク ラ ン プ
位 置 と 、 切 断 板 （ ７ ） が 支 持 板 （ １ ） 上 で 摺 動 で き る よ う に す る 非 作 動 位 置 と を 占 め る よ
う に な っ て お り 、 一 方 、 支 持 板 （ １ ） は 、 前 記 第 １ 側 部 と は 反 対 側 の 側 部 お よ び 第 １ 側 部
に 隣 接 す る 側 部 に 、 少 な く と も １ つ の そ れ ぞ れ の 固 定 ス タ ー ラ ッ プ （ １ ０ 、 １ １ 、 １ ２ 、
１ ３ 、 １ ４ ） を 有 し 、 こ れ ら の 固 定 ス タ ー ラ ッ プ は 、 切 断 板 （ ７ ） の 縁 部 が 固 定 ス タ ー ラ
ッ プ （ １ ０ 、 １ １ 、 １ ２ 、 １ ３ 、 １ ４ ） 内 に 滑 入 し て 、 ク ラ ン プ 位 置 で 可 動 ス タ ー ラ ッ プ
（ １ ５ 、 １ ６ ） の 下 に 把 持 さ れ る よ う に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 打 抜 き プ ラ テ ン
。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 支 持 板 （ １ ） は 、 作 業 者 に 近 い 側 の 側 部 に 配 置 さ れ た ２ つ の 可 動 ス タ ー ラ ッ プ （ １
５ 、 １ ６ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 打 抜 き プ ラ テ ン 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 支 持 板 （ １ ） は 、 作 業 者 か ら 遠 い 側 の 側 部 に 多 数 の 固 定 ス タ ー ラ ッ プ （ １ ０ 、 １ １
） を 有 し 、 か つ 後 方 側 部 に 多 数 の 固 定 ス タ ー ラ ッ プ （ １ ２ 、 １ ３ 、 １ ４ ） を 有 し 、 こ れ ら
の 固 定 ス タ ー ラ ッ プ は 定 規 の 形 態 を な し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 打 抜 き プ
ラ テ ン 。
【 請 求 項 ４ 】
　 各 可 動 ス タ ー ラ ッ プ （ １ ５ 、 １ ６ ） は 、 戻 り 力 に 対 し て 反 作 用 す る よ う に 手 動 操 作 さ れ
る 可 動 プ ッ シ ュ ロ ッ ド に 取 り 付 け ら れ て お り 、 単 一 ま た は 複 数 の 可 動 ス タ ー ラ ッ プ が 前 記
非 作 動 位 置 か ら 前 記 ク ラ ン プ 位 置 へ と 回 転 で き る よ う に す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～
３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 打 抜 き プ ラ テ ン 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 可 動 プ ッ シ ュ ロ ッ ド 装 置 は ミ ル ド ・ ボ タ ン （ １ ７ 、 １ ９ ） を 有 し 、 該 ミ ル ド ・ ボ タ
ン は 、 回 転 さ れ た と き に 、 前 記 可 動 ス タ ー ラ ッ プ （ １ ５ 、 １ ６ ） と 支 持 板 （ １ ） と の 間 に
切 断 板 （ ７ ） を ク ラ ン プ す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 打 抜 き プ ラ テ ン 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 支 持 板 （ １ ） は 、 各 可 動 ス タ ー ラ ッ プ （ １ ５ 、 １ ６ ） の 下 に 、 非 作 動 位 置 に あ る と
き に 可 動 ス タ ー ラ ッ プ を 受 け 入 れ る た め の 凹 部 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～
５ の い ず れ か １ 項 記 載 の 打 抜 き プ ラ テ ン 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 支 持 板 （ １ ） は 、 そ の 各 側 部 に 、 支 持 板 の 前 記 縁 部 の 長 手 方 向 位 置 の ミ ク ロ ン オ ー
ダ 調 節 を 行 う た め の 手 段 （ ２ 、 ３ ） 、 特 に 、 ミ ル ド ・ ノ ブ （ ４ 、 ５ ） を 支 持 す る 調 節 ブ ロ
ッ ク を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 記 載 の 打 抜 き プ ラ テ ン 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 長 手 方 向 位 置 の ミ ク ロ ン オ ー ダ 調 節 を 行 う 少 な く と も １ つ の 手 段 （ ３ ） は 、 プ ラ テ
ン に 対 す る 支 持 板 （ １ ） の 横 方 向 位 置 の ミ ク ロ ン オ ー ダ 調 節 を 行 う 手 段 を 有 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 打 抜 き プ ラ テ ン 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 横 方 向 位 置 の ミ ク ロ ン オ ー ダ 調 節 を 行 う 手 段 は ミ ル ド ・ ノ ブ （ ６ ） で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の 打 抜 き プ ラ テ ン 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 固 定 ス タ ー ラ ッ プ （ １ ０ 、 １ １ 、 １ ２ 、 １ ３ 、 １ ４ ） に は 、 切 断 板 （ ７ ） を 自 動 的
か つ 正 確 に 位 置 決 め す る ス プ リ ン グ ス ト リ ッ プ （ ３ ０ ） が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ３ 記 載 の 打 抜 き プ ラ テ ン 。
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【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 金 属 の 切 断 板 を 置 く こ と が で き る 支 持 板 を 受 け 入 れ る 底 ビ ー ム を 有 し 、 支 持
板 が 、 水 平 面 内 で そ の 位 置 を 調 節 す る た め の 手 段 と 、 切 断 板 を 固 定 す る た め の 手 段 と を 備
え て い る 、 紙 ま た は 厚 紙 （ 板 紙 ： カ ー ド ボ ー ド ） の シ ー ト を 成 形 す る プ レ ス の 打 抜 き プ ラ
テ ン （ blanking platen） に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 紙 、 中 実 フ ァ イ バ ボ ー ド ま た は 段 ボ ー ル 厚 紙 の シ ー ト を 成 形 す る プ レ ス は 、 各 作 業 流 れ
に 対 し 、 所 定 の ジ ョ ブ 用 の 特 殊 成 形 工 具 セ ッ ト を 使 用 す る 。 一 般 的 な 工 具 セ ッ ト と し て 、
次 の も の が あ げ ら れ る 。
　 ・ む ら 取 り シ ー ト （ メ イ ク ・ レ デ ィ ・ シ ー ト ） 、
　 ・ 支 持 部 材 、
　 ・ 上 排 出 部 材 、
　 ・ 下 排 出 ボ ー ド 、
　 ・ 上 ブ ラ ン ク 分 離 工 具 、
　 ・ 下 ブ ラ ン ク 分 離 工 具 、 お よ び
　 ・ 必 要 な ら ば 、 前 方 廃 棄 セ パ レ ー タ 、
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 工 具 セ ッ ト は 、 各 ジ ョ ブ の 開 始 時 に 、 プ レ ス の 種 々 の ス テ ー シ ョ ン に 極 め て 正 確 に 配 置
さ れ な く て は な ら な い 。 特 に 短 い 作 業 流 れ の 場 合 に は 、 ユ ニ ッ ト の 生 産 性 は 、 工 具 を 位 置
決 め し か つ 調 節 す る 速 度 に 厳 格 に 基 い て い る 。
　 冒 頭 に 述 べ た 種 類 の 打 抜 き プ ラ テ ン で は 、 支 持 部 材 上 に 取 り 付 け ら れ た 折 り 目 付 け 定 規
と 協 働 す る 対 応 折 り 目 付 け 部 品 の 支 持 体 と し て 、 金 属 の 切 断 板 を 使 用 で き る 。 こ の 場 合 に
は 、 切 断 板 は 、 付 加 さ れ た 成 形 工 具 と し て 考 え る こ と が で き る 。 折 り 目 付 け 定 規 に 対 向 す
る 協 働 部 品 は 極 め て 正 確 に 位 置 決 め し な け れ ば な ら ず 、 こ の 作 業 は 、 他 の 工 具 の 調 節 と 同
様 に 最 適 化 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 既 存 の プ レ ス の 支 持 板 に は 、 し ば し ば 、 ビ ー ム に 対 し て 板 の 長 手 方 向 位 置 を ミ ク ロ ン オ
ー ダ で 調 節 す る 装 置 が 設 け ら れ る 。 切 断 板 は 、 ４ つ の コ ー ナ で ４ 本 の ね じ に よ り 支 持 板 に
螺 着 さ れ る 。 ね じ 孔 は 長 円 形 の 間 隙 す な わ ち 形 状 を 有 し 、 か つ 、 支 持 板 上 で の 切 断 板 の 位
置 を 約 １ mmだ け 調 節 可 能 に し て お り 、 従 っ て 、 折 り 目 付 け 定 規 に 対 向 す る 対 応 折 り 目 付 け
部 品 の 溝 の 位 置 を 、 長 手 方 向 お よ び 横 方 向 に 正 確 に 調 節 で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 移 動 に 関 す る 用 語 「 長 手 方 向 」 お よ び 「 横 方 向 」 お よ び 支 持 板 ま た は 切 断 シ ー ト の 側 部
に 関 す る 用 語 「 前 方 」 お よ び 「 側 方 」 は 、 本 願 明 細 書 で は 、 機 械 に お け る シ ー ト の 前 進 方
向 に 関 し て 使 用 さ れ る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 調 節 は 長 時 間 を 要 す る 。 な ぜ な ら ば 、 位 置 決 め 試 験 を す る た め に 、
調 節 中 の 切 断 板 の 各 移 動 時 に 、 ね じ ド ラ イ バ で ４ 本 の ね じ を 緩 め 、 切 断 板 を 短 い 距 離 だ け
摺 動 さ せ て 支 持 板 を 切 断 ス テ ー シ ョ ン か ら 完 全 に 取 り 外 し 、 次 に 、 ４ 本 の ね じ を 緊 締 し 、
支 持 板 を ス テ ー シ ョ ン に 戻 す 必 要 が あ る か ら で あ る 。 一 般 に 、 こ れ ら の 作 業 は 数 時 間 を か
け て 行 う 必 要 が あ る 。
　 本 考 案 の 目 的 は 、 上 記 作 業 よ り も 非 常 に 迅 速 に 、 切 断 板 を 所 定 位 置 に 固 定 し か つ ミ ク ロ
ン オ ー ダ で 調 節 で き る よ う に す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 冒 頭 に 述 べ た 種 類 の プ ラ テ ン の 場 合 に は 、 支 持 板 の 第 １ 側 部
に は 少 な く と も １ つ の 可 動 ス タ ー ラ ッ プ （ moving stirrup） が 設 け ら れ 、 該 可 動 ス タ ー ラ
ッ プ は 、 切 断 板 が 支 持 板 上 で 摺 動 す る こ と を 防 止 す る ク ラ ン プ 位 置 と 、 切 断 板 が 支 持 板 上
で 摺 動 で き る よ う に す る 非 作 動 位 置 と を 占 め 、 一 方 、 支 持 板 は 、 前 記 第 １ 側 部 と は 反 対 側
の 側 部 お よ び 第 １ 側 部 に 隣 接 す る 側 部 に 、 少 な く と も １ つ の そ れ ぞ れ の 固 定 ス タ ー ラ ッ プ
を 有 し 、 こ れ ら の 固 定 ス タ ー ラ ッ プ は 、 切 断 板 の 縁 部 が 固 定 ス タ ー ラ ッ プ 内 に 滑 入 し て 、
ク ラ ン プ 位 置 で 可 動 ス タ ー ラ ッ プ の 下 に 把 持 さ れ る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 可 動 ス タ ー ラ ッ プ が 非 作 動 位 置 に 置 か れ る と 、 切 断 板 は 、 支 持 板 上 で 摺 動 さ せ る こ と に
よ り 移 動 で き る 。 切 断 板 は ま た 、 固 定 ス タ ー ラ ッ プ と の 係 合 状 態 を 維 持 し た ま ま 、 あ ら ゆ
る 方 向 に 少 な く と も １ mmだ け 移 動 で き る 。 支 持 板 の ク ラ ン プ 操 作 お よ び 可 動 ス タ ー ラ ッ プ
か ら の 支 持 板 の 解 放 操 作 は 、 ４ 本 の ね じ の 緊 締 お よ び 弛 緩 を 行 う よ り も 非 常 に 迅 速 に 行 え
る 。 支 持 板 を 完 全 に 取 り 出 し た り 、 切 断 板 に 数 回 戻 す こ と は 不 要 で あ る 。 固 定 ス タ ー ラ ッ
プ は 、 突 出 上 方 リ ッ プ （ 該 リ ッ プ 上 で 切 断 板 が 摺 動 す る ） を 備 え た 定 規 で 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 支 持 板 は 、 作 業 者 に 近 い 側 の 側 部 、 す な わ ち 作 業 者 が 通 常 ア ク セ ス で き る 側 部 に ２ つ の
可 動 ス タ ー ラ ッ プ を 有 す る の が 好 ま し い 。 作 業 者 と は 反 対 側 の 側 部 に は 、 ２ つ 以 上 の 固 定
ス タ ー ラ ッ プ が 設 け ら れ る 。 同 様 に 、 支 持 板 の 後 方 側 部 に は 、 定 規 の 形 態 を な す ２ つ 以 上
の 固 定 ス タ ー ラ ッ プ を 設 け る こ と が で き る 。 支 持 板 の 前 方 側 部 に は 、 １ つ 以 上 の 当 接 部 を
設 け る こ と が で き る 。 単 一 ま た は 複 数 の ス タ ー ラ ッ プ は 、 戻 り ス プ リ ン グ の 力 に 対 し て 反
作 用 さ せ 、 可 動 ス タ ー ラ ッ プ を 持 ち 上 げ 、 か つ 非 作 動 位 置 か ら ク ラ ン プ 位 置 へ と 少 し だ け
回 転 さ せ る こ と が で き る よ う に 、 手 動 操 作 さ れ る 可 動 プ ッ シ ュ ロ ッ ド 上 に 取 り 付 け る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 操 作 は 、 ミ ル ド ・ ボ タ ン （ milled button） を 介 し て 行 う こ と が で き る 。 切 断 板 は
、 ミ ル ド ・ ボ タ ン を 更 に 回 転 さ せ る こ と に よ り ク ラ ン プ さ れ る 。 か く し て 、 ね じ ド ラ イ バ
ま た は ス パ ナ 等 の 手 動 工 具 を 使 用 す る 必 要 は な い 。 　 支 持 板 の 底 面 に は 、 空 気 吸 引 装 置 に
連 結 さ れ る １ 組 の 溝 お よ び 貫 通 孔 を 形 成 で き る 。 こ れ に よ り 、 切 断 板 は 、 部 分 真 空 に よ り
支 持 板 に 対 し て 押 圧 さ れ か つ 保 持 さ れ る 。 　 可 動 ス タ ー ラ ッ プ は 、 こ れ ら が 非 作 動 位 置 に
回 転 さ れ る と き に 、 支 持 板 の 凹 部 内 に 後 退 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 支 持 板 上
で 切 断 板 を 摺 動 さ せ る こ と に よ り 、 切 断 板 の 位 置 決 め お よ び 取 外 し を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 支 持 板 の 各 側 縁 部 に 設 け ら れ る 支 持 板 の ミ ク ロ ン オ ー ダ 調 節 シ ス テ ム は 、 そ の 長 手 方 向
位 置 の ミ ク ロ ン オ ー ダ 調 節 を 行 う 手 段 を 含 む よ う に 構 成 で き る 。 こ の 手 段 は 、 そ れ ぞ れ の
側 縁 部 に 固 定 さ れ る ブ ロ ッ ク に 取 り 付 け ら れ た ミ ル ド ・ ノ ブ で あ っ て 、 長 手 方 向 に 移 動 で
き る ラ グ を 介 し て 機 械 の 固 定 当 接 部 に 作 用 し 、 従 っ て 支 持 板 の 長 手 方 向 位 置 を 制 御 す る ミ
ル ド ・ ノ ブ で 構 成 す る こ と が で き る 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 作 業 者 に 近 い 側 の 支 持 板 の
側 縁 部 は 、 横 方 向 に 移 動 す る ラ グ を 介 し て プ ラ テ ン の 固 定 当 接 部 に 作 用 す る 第 ２ ミ ル ド ・
ノ ブ を 支 え る こ と が で き 、 第 ２ ミ ル ド ・ ノ ブ は 、 支 持 板 の 横 方 向 位 置 を 調 節 し か つ 切 断 板
の ク ラ ン プ を 解 除 す る こ と な く 切 断 板 か ら 始 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 考 案 に よ る 装 置 の 他 の 特 徴 お よ び 長 所 は 、 添 付 図 面 に 関 連 し て 述 べ る 以 下 の 説 明 か ら
当 業 者 に は 明 ら か に な る で あ ろ う 。
　 図 １ は ４ ～ ５ mmの 厚 さ を 有 す る 支 持 板 １ を 示 し 、 該 支 持 板 １ 上 に は 薄 い 金 属 切 断 板 ７ が
置 か れ る 。 支 持 板 １ は 、 該 支 持 板 の 位 置 を 水 平 平 面 内 で ミ ク ロ ン オ ー ダ で 調 節 す る 装 置 を
有 し て い る 。 支 持 板 １ の 両 側 縁 部 の 中 間 に は 、 ２ つ の ミ ク ロ ン オ ー ダ 調 節 ブ ロ ッ ク ２ 、 ３
が 固 定 さ れ て お り 、 こ れ ら の ブ ロ ッ ク は 支 持 板 １ の 頂 面 か ら 僅 か に 突 出 し て い る 。 作 業 者
か ら 遠 い 側 の 側 部 に 配 置 さ れ た ブ ロ ッ ク ２ に は 、 長 手 方 向 軸 線 に 沿 っ て 移 動 で き る ラ グ （
図 １ に は 示 さ れ て い な い ） に 作 用 す る ミ ル ド ・ ノ ブ ４ を 有 し て い る 。 ラ グ は プ ラ テ ン 上 の
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固 定 キ ャ ッ チ に 当 接 し 、 こ れ に よ り 、 作 業 者 か ら 遠 い 側 の 支 持 板 の 縁 部 の 長 手 方 向 位 置 を
定 め る 。 作 業 者 に 近 い 側 の 側 部 に 位 置 す る ミ ク ロ ン オ ー ダ 調 節 ブ ロ ッ ク ３ は ま た 、 プ ラ テ
ン 上 の 固 定 キ ャ ッ チ に 当 接 し て 、 支 持 板 １ の 作 業 者 側 の 側 縁 部 の 長 手 方 向 位 置 を 定 め る 長
手 方 向 可 動 ラ グ （ 図 示 せ ず ） に 作 用 す る ミ ル ド ・ ノ ブ ５ を 有 し て い る 。 作 業 者 側 側 部 の ミ
ク ロ ン オ ー ダ 調 節 ブ ロ ッ ク ３ は 、 支 持 板 １ の 下 に 位 置 す る 横 方 向 変 位 ラ グ （ 図 １ に は 示 さ
れ て い な い ） に 作 用 し か つ プ ラ テ ン の 第 ３ キ ャ ッ チ に 当 接 し て 機 械 に お け る 支 持 板 １ の 横
方 向 位 置 を 決 定 す る 第 ２ ミ ル ド ・ ノ ブ ６ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 切 断 板 ７ は 、 厚 さ １ mmの 薄 い ス テ ン レ ス 鋼 の 矩 形 板 で あ る 。 切 断 板 ７ は 、 ミ ク ロ ン オ ー
ダ 調 節 ブ ロ ッ ク ２ 、 ３ の 突 出 部 を 受 け 入 れ る た め の ２ つ の 矩 形 ノ ッ チ を 有 し て い る 。 ノ ッ
チ と ブ ロ ッ ク の 縁 部 と の 間 に は 間 隙 を 設 け る こ と が で き る 。 支 持 板 １ の 作 業 者 か ら 遠 い 側
の 側 部 に は 、 ２ つ の 固 定 ス タ ー ラ ッ プ （ stirrup） １ ０ 、 １ １ が 設 け ら れ て い る 。 各 固 定
ス タ ー ラ ッ プ １ ０ 、 １ １ は 支 持 板 １ の 内 方 を 向 い た 上 方 リ ッ プ を 有 し 、 該 上 方 リ ッ プ は 、
支 持 板 １ と 協 働 し て 、 切 断 板 ７ の 厚 さ に 等 し い か 、 こ れ よ り 僅 か に 大 き い 溝 を 形 成 し 、 こ
の 溝 は 、 切 断 板 ７ の 対 応 す る 縁 部 を 受 け 入 れ る こ と が で き る 。 支 持 板 １ の 後 方 縁 部 、 す な
わ ち プ ラ テ ン 入 口 に は 、 同 様 な 固 定 ス タ ー ラ ッ プ １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 支 持 板 １ の 前 方
縁 部 に は 、 シ ー ト 搬 送 バ ー （ 図 示 せ ず ） の グ リ ッ パ と 係 合 す る 多 数 の 矩 形 ノ ッ チ ２ ９ が 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 固 定 ス タ ー ラ ッ プ １ ０ 、 １ １ 、 １ ２ 、 １ ３ 、 １ ４ （ 図 ３ 参 照 ） 内 に は 、 ピ ン ３ １ に よ り
ス プ リ ン グ ス ト リ ッ プ ３ ０ が 位 置 決 め さ れ て い る 。 こ の ス プ リ ン グ ス ト リ ッ プ ３ ０ の 目 的
は 、 切 断 板 ７ を 横 方 向 、 す な わ ち 「 作 業 者 か ら 遠 い 側 － 作 業 者 の 側 」 お よ び 「 厚 紙 の 前 進
」 方 向 に 押 す こ と に あ る 。 か く し て 、 切 断 板 ７ は 、 固 定 ス タ ー ラ ッ プ 内 で 自 動 的 か つ 正 確
に 位 置 決 め さ れ る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 固 定 ス タ ー ラ ッ プ １ ２ 、 １ ３ 、 １ ４ は 、 支 持 板 １
の 全 幅 に 亘 っ て 延 び る 単 一 の 固 定 ス タ ー ラ ッ プ （ 図 示 せ ず ） と 置 換 す る の が 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 作 業 者 に 近 い 側 の 側 部 で は 、 長 手 方 向 に 延 び か つ ２ つ の 可 動 ス タ ー ラ ッ プ （ moving sti
rrup） １ ５ 、 １ ６ と 係 合 す る ２ つ の 貫 通 孔 に よ り 垂 直 方 向 に 延 長 さ れ た ２ つ の 矩 形 凹 部 が
、 支 持 板 １ の 頂 面 に 設 け ら れ て い る 。 可 動 ス タ ー ラ ッ プ １ ５ 、 １ ６ は 、 上 方 か ら 見 た と き
に 、 １ つ の 凹 部 に 対 応 す る 全 体 と し て 矩 形 の 形 状 を 有 し 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 １ つ の 開 口
に 対 応 す る １ つ の 中 空 円 筒 状 部 分 ２ ８ に よ り 下 方 に 延 び て い る 。 可 動 ス タ ー ラ ッ プ １ ５ 、
１ ６ の 各 々 は 可 動 プ ッ シ ュ ロ ッ ド 装 置 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 従 っ て 、 垂 直 軸 線 の 回 り で
回 転 し か つ 該 垂 直 軸 線 に 沿 う 制 限 さ れ た 垂 直 直 線 移 動 を 行 う こ と が で き る 。 図 ２ は 、 ク ラ
ン プ 位 置 に あ る 可 動 ス タ ー ラ ッ プ １ ５ を 示 し て い る 。 可 動 ス タ ー ラ ッ プ １ ５ の 一 端 ８ は 切
断 板 ７ の 縁 部 を 閉 じ 込 め 、 一 方 、 可 動 ス タ ー ラ ッ プ の 他 方 の 分 厚 い 端 部 は 支 持 板 １ 上 に 載
る 。 か く し て 、 可 動 ス タ ー ラ ッ プ １ ５ は 、 ボ タ ン １ ９ を 垂 直 方 向 に 押 す こ と に よ り 、 か く
し て 、 ス プ リ ン グ ２ ０ の 力 を 反 作 用 さ せ る こ と に よ り 持 ち 上 げ ら れ る 。 ス プ リ ン グ ２ １ を
保 持 す る 部 分 ２ １ の 球 状 面 は 、 支 持 板 １ の 底 面 に 取 り 付 け ら れ た コ ー ン ２ ２ と 接 触 す る 。
ス プ リ ン グ ２ ０ の 圧 縮 位 置 で 、 ボ タ ン １ ９ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 可 動 ス タ ー ラ ッ プ １
５ が 回 転 さ れ 、 可 動 ス タ ー ラ ッ プ １ ５ の 円 筒 状 部 分 ２ ８ の 内 側 ボ ア ２ ３ の 内 面 が 、 ボ タ ン
１ ９ の 軸 の 溝 内 に 取 り 付 け ら れ た 合 成 材 料 か ら な る О リ ン グ ２ ４ を 摩 擦 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ に 示 す 位 置 に お い て 、 ボ タ ン １ ９ に 加 え ら れ て い る 垂 直 な 押 圧 力 が 緩 め ら れ る と 、
ボ タ ン １ ９ の ヘ ッ ド に 固 定 さ れ た ミ ル ド 部 分 １ ７ が 、 ２ つ の ボ ア ２ ５ を 貫 通 す る ２ 本 の ピ
ン 上 で 回 転 し 、 か く し て 、 ボ タ ン １ ９ を 可 動 ス タ ー ラ ッ プ １ ５ に 結 合 す る ね じ 部 分 ２ ６ を
介 し て 、 切 断 板 ７ と 可 動 ス タ ー ラ ッ プ １ ５ と の ク ラ ン プ ま た は ク ラ ン プ 解 除 を 行 う 。 リ ン
グ ２ ７ は 、 部 品 を ク ラ ン プ 解 除 す る こ と が で き る 度 合 い を 制 限 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 切 断 板 ７ が 支 持 板 １ 上 に 配 置 さ れ る と 、 切 断 板 ７ が 最 初 に 支 持 板 １ 上 で 摺 動 さ れ 、 矩 形
ノ ッ チ ９ が ミ ク ロ ン オ ー ダ 調 節 ブ ロ ッ ク ３ の 突 出 部 に 対 し て 当 接 し た 状 態 に 置 か れ る 。 こ
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の 作 業 の 間 、 可 動 ス タ ー ラ ッ プ １ ５ 、 １ ６ は 、 支 持 板 １ の 適 当 な 凹 部 内 に 引 込 め ら れ る 。
可 動 プ ッ シ ュ ロ ッ ド が 可 動 ス タ ー ラ ッ プ １ ５ 、 １ ６ を 押 し 、 可 動 ス タ ー ラ ッ プ １ ５ 、 １ ６
は 切 断 板 ７ を 把 持 す る た め に 持 ち 上 げ ら れ て 、 １ ／ ４ 回 転 だ け 回 転 さ れ 、 次 に ク ラ ン プ さ
れ る 。 次 に 、 作 業 者 は 、 上 記 ３ つ の ミ ル ド ・ ノ ブ ４ 、 ５ 、 ６ を 操 作 し て 、 支 持 板 １ の 位 置
を ミ ク ロ ン オ ー ダ で 調 節 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 支 持 板 お よ び 切 断 板 を 示 す 等 角 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 可 動 ス タ ー ラ ッ プ を 示 す 詳 細 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 固 定 ス タ ー ラ ッ プ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 　 　 　 １ 　 支 持 板
　 　 　 　 ２ 、 ３ 　 ミ ク ロ ン オ ー ダ 調 節 ブ ロ ッ ク
　 　 　 　 ４ 、 ５ 、 ６ 　 ミ ル ド ・ ノ ブ
　 　 　 　 ７ 　 切 断 板
　 　 　 　 ８ 、 ９ 　 ノ ッ チ
　 　 　 　 １ ０ 、 １ １ 、 １ ２ 、 １ ３ 、 １ ４ 　 固 定 ス タ ー ラ ッ プ
　 　 　 　 １ ５ 、 １ ６ 　 可 動 ス タ ー ラ ッ プ
　 　 　 　 １ ７ 　 ミ ル ド 部 分
　 　 　 　 １ ９ 　 ボ タ ン
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【 図 ３ 】
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